
平成２９年１１月８日 
 

 

 

 

 

世界農業遺産認定地域間の若手実践者交流会について 
 

県では、世界農業遺産「能登の里山里海」を次世代に継承するための、今後の地

域の発展を担う人材、とりわけ、リーダーとなる若手実践者のさらなる育成を図る

ため、国内の他の認定地域（岐阜県長良川上中流地域、和歌山県みなべ・田辺地域）

の若手実践者を本県に迎え入れ、実践者同士のネットワーク構築や商品の共同開発

等のきっかけづくりに役立てることを目的に若手実践者交流会を実施します。 
 

１ 開催期間 平成２９年１１月９日（木）～１０日（金） 
 

２ 会  場 11 月 9 日 春蘭の里 交流宿泊所「こぶし」 

（石川県 鳳珠郡能登町 宮地 1-2-1） 

11 月 10 日 四季の丘（鳳珠郡穴水町字山中タ字 37 の 10） 
 

３ 内  容 

１１月９日（木）１６：００～１８：００ 

石川県での取組内容紹介（１６：００～１８：００） 

会場：交流宿泊所「こぶし」 

・能登の里山里海について（石川県里山振興室） 

・能登での人材育成について 

（金沢大学地域連携センター 特任准教授 伊藤 浩二氏） 

・能登地域における生物多様性保全・活用の現状と課題 

   （国連大学 OUIK リサーチアソシエイト 飯田 義彦氏） 

・春蘭の里の取組について 

（春蘭の里実行委員会 多田 喜一郎氏） 

※宿泊：春蘭の里 
 

１１月１０日（金）９：００～１１：００ 

 能登地域での実践者事例紹介（９：００～１１：００） 

会場：四季の丘 

・OkuruSky 及び四季の丘における活動・取組内容について 

 (OkuruSky 代表取締役 村山 智一氏) 

・能登地域の実践者の取組事例について 
 

４ 参加者 

石川県、岐阜県、和歌山県の若手実践者及び国内認定地域の政策担当者 
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